
第2375号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2021年12月20日（8）

少
し
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
猶
予
措
置
が
終
了
と
な

り
、
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
中
小

企
業
に
お
い
て
も
、
月
60
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金

率
が
、
現
状
の
25
％
か
ら
50
％
に

25
％
の
引
き
上
げ
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
状
で
は
中
小
企
業
は
、
通
常

の
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
、
時
間

数
に
関
係
な
く

25
％
の
割
増
し

を
す
る
だ
け
で

よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

2
0
2
3
年
4
月
か
ら
は
時
間
外

労
働
が
60
時
間
を
超
え
る
場
合
、

60
時
間
ま
で
は
、
従
来
の
25
％
の

割
増
率
の
ま
ま
で
い
い
の
で
す

が
、
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
分
に
つ
い
て
は
50
％
の
割
増
率

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

深
夜
（
22
時
〜
5
時
）
の
時
間

帯
に
、
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間

外
労
働
を
行
な
わ
せ
た
場
合
は
、

深
夜
時
間
労
働
の
割
増
率
50
％

に
、
さ
ら
に
25
％
が
合
計
さ
れ
75

％
の
割
増
率
と
な
り
ま
す
。

時
間
外
の
給
料
計
算
を
す
る
際

に
は
、
時
間
外
労
働
時
間
が
60
時

間
を
超
え
る
場
合
は
、
60
時
間
分

と
そ
れ
を
超
え
た
時
間
数
分
を
分

け
て
計
算
を
す
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。

今
ま
で
と
同
じ
計
算
方
法
で

は
、
未
払
い
残
業
代
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

先
の
話
だ
か
ら
と
悠
長
に
構
え

ず
、
残
業
時
間
の

計
算
に
つ
い
て
注

意
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
、
今

か
ら
準
備
を
進
め

る
べ
き
で
す
。

こ
の
制
度
は
大
企
業
で
は
す
で

に
か
な
り
前
か
ら
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
般
に
過
労
死
ラ
イ
ン
は

ひ
と
月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
労

働
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

60
時
間
に
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
技

術
の
導
入
等
を
進
め
る
、
そ
の
他

の
方
法
を
導
入
す
る
な
ど
労
働
形

態
の
様
々
な
工
夫
を
し
て
、
時
間

外
労
働
減
少
を
は
か
り
、
全
社
員

の
ひ
と
月
の
時
間
外
労
働
時
間
が

60
時
間
以
内
に
収
ま
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士

楠
原

正
和

楠原さん

【
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ

ー
・
本
田
将
記
】
2
0
2
1
年
11

月
9
日
、
認
定
職
業
訓
練
功
労
者

「
東
京
都
知
事
感
謝
状
〈
以
下
知

事
賞
〉
」
、
「
産
業
労
働
局
長
感

謝
状
（
以
下
局
長
賞
）
」
の
贈
呈

お
よ
び
表
彰
式
が
、
新
宿
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
3
階
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

小
林
直
人
さ
ん
（
知
事
賞
）
、
梅

谷
佳
成
さ
ん
、宮
坂
公
啓
さ
ん（
局

長
賞
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

局
長
賞
は
認
定
職
業
訓
練
校
に

5
年
以
上
継
続
し
て
従
事
し
、
訓

練
内
容
等
の
改
善
及
び

充
実
に
積
極
的
に
努
め

て
い
る
講
師
及
び
指
導

員
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

知
事
賞
は
さ
ら
に
3
年

以
上
経
過
し
、
業
界
の

発
展
に
尽
く
し
、
都
民

の
福
祉
増
進
に
寄
与
し

た
建
設
業
者
に
贈
呈
さ

れ
ま
す
。

他
に
今
回
受
賞
さ
れ

た
方
は
、
知
事
賞
が
石

川
嘉
和
さ
ん
、
髙
山
勝

宏
さ
ん
、
局
長
賞
が
岩

田
與
志
雄
さ
ん
、
今
野

光
男
さ
ん
で
す
。
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

（左から）梅谷さん、小林さん、宮坂さん

【
仕
事
対

策
部
発
】
今

年
4
月
に
改

正
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
施

行
さ
れ
、
3

0
0
㎡
未
満

の
住
宅
・
小

規
模
建
築
物

の
新
築
等
に

対
し
て
、
建

築
士
に
よ
る

説
明
義
務
制

度
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
制
度
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
、
4
月
か
ら
の

法
改
正
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
学
べ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
」
を
用
意
。
省
エ
ネ
住
宅
の
設

計
・
施
工
は
未
経
験
と
い
う
方
向

け
に
「
説
明
義
務
に
使
え
る
手
法

が
簡
易
に
学
べ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

会
」
と
し
て
、
木
造
戸
建
住
宅
の

設
計
者
向
け
の
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

「
木
造
戸
建
住
宅
の
仕
様
基
準

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
使

っ
た
、
主
に
住
宅
の
各
部
位
に
求

め
ら
れ
る
断
熱
仕
様
に
つ
い
て
の

解
説
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
省
エ
ネ
住
宅

の
設
計
・
施
工
等
に
つ
い
て
知
識

が
あ
る
と
い
う
中
級
者
向
け
の

「
省
エ
ネ
計
算
演
習
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

会
」
も
視
聴
で
き
ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
「
改

正
建
築
物
省
エ
ネ
法
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ

い
。

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
3
月
8
日

〜
9
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

足
場
2
月
24
日
〜
25
日
（
木
金
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
2
月
15
日
〜
16
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
8
日
〜
9
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
1
月
17
日
〜
19
日
（
月
火
水
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
鉛

等
3
月
17
日
〜
18
日
（
木
金
）
池

袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
1
月
13

日
〜
14
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）2
月
15
日（
火
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
1
月
27
日
（
木
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
2
月
22
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
2
月
1
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
2
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
3
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
25
日
〜
26
日
（
金

土
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1
万
6
5

0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
2
月
4
日
〜
6
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇

入
れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場

特
別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特

別
教
育
を
実
施
）
3
月
9
日
〜
10

日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
1
月
18
日
〜
3
月

22
日
（
火
曜
計
10
回
）
池
袋
、
5

万
4
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
1
月
27
日（
木
）

池
袋
、
1
万
円

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
パ
ー
キ
ン
グ
設

置
（
正
規
）

㈱
ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
‐
3
9
3
4
‐
3
1
4
0

水
道
配
管
工
（
正
規
）

㈱
塚
田
設
備
（
多
摩
・
稲
城
支
部
）

☎
0
4
2
‐
3
3
1
‐
4
7
4
0

設
備
工
事
、
木
工
事
（
正
規
）

㈱
住
宅
機
器
ハ
シ
モ
ト
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
3
‐
3
6
0
1
‐
6
9
3
2

金
属
製
建
具
、
現
場
監
理
、
取
付
工（
正

規
）

東
邦
ラ
イ
ジ
ン
グ
㈱
（
北
支
部
）

☎
0
3
‐
5
9
1
6
‐
3
6
7
1

揚
重
、
雑
工
、
倉
庫
作
業
員
、
運
転
手

（
正
規
・
短
期
）

㈱
ハ
ジ
メ
揚
重
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
8
0
‐
4
8
5
4
‐
1
7
8
6

と
び
、土
工
、空
調
設
備
工
事
等（
正
規
）

㈲
山
本
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
‐
3
8
8
4
‐
1
6
6
5

現
場
管
理
者
（
正
規
）

㈱
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
‐
5
9
5
9
‐
3
3
3
7

大
工
、
電
気
、
水
道
、
ク
ロ
ス
、
塗
装

（
請
負
）

㈱
イ
ン
フ
ィ
ル
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
‐
6
8
0
6
‐
2
1
0
7

内
装
、
ガ
ラ
ス
工
（
正
規
）

㈲
三
硝
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
‐
5
6
6
4
‐
1
9
1
1

鍛
冶
工
（
正
規
）

稲
垣
金
属
㈱
（
江
東
支
部
）

☎
0
8
0
‐
1
1
3
6
‐
6
5
5
5

木
造
大
工
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈲
米
倉
工
務
店
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
9
0
‐
3
0
8
1
‐
0
7
0
7

解
体
工
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

富
士
解
体
工
業
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
‐
3
8
8
9
‐
2
2
7
7

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
ユ
ウ
テ
ッ
ツ
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
‐
3
9
1
2
‐
8
6
4
9

型
枠
大
工
（
正
規
）

Ｓ
Ｔ
Ｋ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
町
田
支
部
）

☎
0
8
0
‐
4
2
0
8
‐
1
2
2
2

型
枠
大
工
（
正
規
）

櫻
井
工
務
店
（
町
田
支
部
）

☎
0
8
0
‐
8
8
4
0
‐
0
3
0
1

手法をオンラインで学ぼう
説明義務に使える

都
知
事
・
産
労
局
長
か
ら
表
彰

７
人
の
仲
間
に
感
謝
状

改
正
省

エ
ネ
法

71

割
増
２５
↓
５０
％
に
倍
化

２０２３年
４月から

時
間
外
労
働
減
少
へ
努
力
を

求

人

求

職

求

人

求

人


